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流域治水シンポジウムひろしま2025の開催結果

日時： 令和７年１２月２日（火）

場所： 広島YMCA国際文化ホール

目的：
流域治水に関わる身近な取組を知り、
自分事として考えていただく

対象者： 住民、企業

参加者： 約１２０名

スケジュール：

概要説明 広島県 土木建築局長

基調講演 関口 気象予報士

基調講演 瀧 教授

休 憩

パネルディス
カッション

●滋賀県立大学 教授
○気象予報士
○広島工業大学 学生防災士会
○海田南小学校教諭
○サントリープロダクツ(株)
○中国地整 河川部
○広島県 土木建築局 河川課
●はファシリテーター、○はパネリスト

広報スペースへの
チラシの設置につ
きましては、対応
いただきまして大
変ありがとうござ
いました。
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流域治水シンポジウムひろしま2025の開催結果

土木建築局長からの概要説明 関口 気象予報士からの基調講演 瀧 滋賀県立大学教授からの基調講演

パネルディスカッション 会場の様子 会場の様子
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流域治水シンポジウムひろしま2025の開催結果

来場者に対して、アンケート実施
約120名に対し、回答数67名（Web22名、紙50名）

Q.シンポジウムに参加して、
どの程度理解が深まったか

年齢 職業 Q.シンポジウム参加前
流域治水の知識は？

Q.どんな取組ができると感じましたか？
Q.どんなイベントや取組であれば
参加・関心を持ちやすいですか？

Q.水害リスク情報について、
知っているものはなんですか？
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流域治水シンポジウムひろしま2025の開催結果

来場者に対して、アンケート実施
約120名に対し、回答数67名（Web22名、紙50名）

Q.シンポジウムに参加して、
どの程度理解が深まったか

年齢 職業 Q.シンポジウム参加前
流域治水の知識は？

Q.どんな取組ができると感じましたか？
Q.どんなイベントや取組であれば
参加・関心を持ちやすいですか？

Q.水害リスク情報について、
知っているものはなんですか？

多くの方が流域治水の理解を深め
自分でできる取組への意識が向上
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